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愛知大学刊行の歴代「年史」
日次一覧
大学当局によって公刊された、通史的なもの（本『愛知大学史研究』は省略）。
[ 〕内は注記。漢数字は原則算用数字に改めた。
『愛知大学十年の歩み』
(1956年、愛知大学十年史編纂委員会）
歴代学長（写真）〔グラビア〕
序〔愛知大学長小岩井滞〕
鳥撒図豊橋本校名古屋校舎
建学の精神
創立十年の歩み概要
創始期
胎動
学園設立の胎動
本間喜一氏の腹案と大学設置仮事務所の設置
（東京）
愛知大学設立事務所（豊橋）
初代学長の決定
設立認可申請書
設立認可
創立
大学院
学外に於ける活動
研究所関係
図書館
国際間題研究所
綜合郷土研究所
中部地方産業研究所
華日辞典編纂処
新聞研究室
法律相談所
法経学会
文学会
学生関係
自治会運動と学生
愛知大学事件
財団経営厚生事業等
運営機関並びに事務機構
学校法人その他
『愛知大学二十年の歩み』
(1972年、愛知大学二十年史編集委員会）
時代の要請
関学準備
人事発令
入学試験
開講
建設への道
〔グラビア…歴代学長、各施設、各出来事ほか〕
まえがき〔編集委員長鈴木択郎〕
学生の気風、同窓会等
建設期
教育関係
学部増設
名古屋分校
設立趣意書
第 1 章創始期
第 1 節胎動
1 .大学設立の動き
2. 大学設立地の決定
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3. 大学設立仮事務所（東京）
4. 愛知大学設立事務所（豊橋）
5. 初代学長の決定
6. 愛知大学設置認可申請
〔本文では「～設立認可申請J〕
7. 設置認可
8. 設立要項・転学手続に関する事項・将来
の計画・役員
第 2節創立
I .時代の要請
2. 開学準備
3. 人事発令
4. 設立当時の大学財政
第 2章建設期
第 1 節旧制大学時代（昭22. I ~ 24. 3) 
l .独特な本学の経営組織
2. 入学試験
3. 旧制大学予科各学年同時間講
4. 旧制大学学部各学年同時間講
5. 草創期における学生の気風
6. 農学部・水産学部設立および名古屋進出
構想
7. 校章の制定
8. アメリカ軍政部の本学調査
9. 名古屋大学との合流問題
IO. 創立 l 周年記念式典
11. 創立当時の学則・学科編成・教授・学生
第 2 節 ！日制大学・新制大学並行時期
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（昭24. 4 ~27. 3) 
1 .学制改正による悶制大学から新制大学へ
の移行
2. 新制大学の発足・旧制予科一学年修了者
の新制への移籍
3. 新制愛知大学の完成
4. 新制愛知大学学則・教授陣容
5. 短期大学の新設・名古屋校舎の発足
6. 大学法案反対闘争
7. 教職員組合結成
8. 本学教授総出の夏期講座及びNHK放送
文化講座
9. 1950年の本学の動向
IO. 霞山文庫買収
1. I日制大学・新制大学合同入学式
12. レッドパージ反対運動
13. 第 2 代学長本間喜一氏就任
14. イールズ声明反対
15. 学長公館接収・警察予備隊学内駐留拒否
16. 初代学長林毅陸博士逝去
17. 校歌の募集
18. 学校法人愛知大学へ
19. 新制大学・旧制大学同時卒業
第 3章発展期（昭28. 4 ~) 
I .学部構成・特別講座・研究機構概説
2. 就職斡旋課新設
3. 愛大事件
4. 校旗の制定
5. 昭和28年度の本学財政
6. 13号台風
7. 学生後援会成立
8. 愛知一知を愛するーフィロソフィアーの
大学
9. 愛犬公開土曜講座
10. 学生歌の誕生
I I. 中日大辞典の編纂
I2. 名古屋校舎学監
13. 本間学長辞任・小岩井浄教授第 3代学長
に就任
14. 中国学術視察団来学
15. 文教政策の傾向に関する小岩井学長声明
16. 創立 10周年記念事業
17. 中国法政・中国経済研究コース新設
18. 小岩井学長逝去
19. 豊橋校舎における施設拡充
20. 名古屋校舎における施設拡充
21. 伊勢湾台風被害状況
22. 授業料等増額の問題
23. 創立20周年記念行事
第 4 章研究所関係
1 .図書館
2. 国際間題研究所
3 ，綜合郷土研究所
4 中部地方産業研究所
5. 経営会計研究所
6 法経学会
7. 文学会
8. 中日大辞典刊行会
第 5 章学生後援・同窓会関係
1 .就職斡旋
2. 父兄会
3. 同窓会
第 6章別録
I .「愛知大学を語る」〔名誉学長本間喜一〕
2 「愛知大学の草創期」
〔文学部教授津之地直一〕
3. 「“自由・受難の鐘”設立経緯」
〔第 4 回卒業生藤田稔〕
4今愛大事件
5. 山岳部薬師岳遭難
6. 寮歌・学生歌
附録
I. 学校法人の愛知大学寄附行為
2. 大学の構成
3 大学運営事務機構
4. 愛知大学大学院学則
5 ，愛知大学学則
6. 愛知大学短期大学部学則
7. 卒業生数一覧表
8. 就職状況一覧表（昭和46 〔 1971 〕年度）
9. 学部学科別学生数一覧表
引昭和46年 5 月現在）
10. 入学志願者数・合格者数地域別一覧表
（昭和 46年度）
I l 愛知大学法人役員・教員名簿および物故
者名簿（昭和46年 10 月現在）
12. 愛知大学年表
愛知大学刊行の歴代「年史J 目次一覧
『写真集愛知大学の歴史 1946～1996』
(1996年、愛知大学五十年史編纂委員会）
＊同写真集の使用写真一覧を本号に後掲。
〈〉内は該当の写真ナンバー
挨拶 愛知大学学長石井吉也
カラーグラビア
〔豊橋・名古屋・車道の各校舎〕＜ 1～6)
第 l 章創設期 1946～ 1952
創設（7～23)
旧制大学の誕生（24～47)
創立 I • 2 周年記念祭＜48～61)
新制大学の発足一一旧制・新制併存（62～87)
短期大学部〔夜間〕の発足（88～91)
研究所および図書館（92～104)
社会活動（105～ 122)
名古屋への進出（ 123～ 137)
愛知大学事件（ 138～ 148)
運動部・文化部の活動＜ 149～ 181)
第 2章整備期 1953～ 1966
教学・研究機構の整備
大学院（ 182～ 189)
文学部 (190～204)
名古屋〔現車道〕校舎（205～216)
短期大学部（昼間・女子） (2 I 7~ 239) 
法経学部（240～246)
中日大辞典（247～267)
愛知大学山岳部薬師岳遭難（268～288)
この時期の諸様相
1960年頃の建物群（289～314)
この頃の学長（315～320)
創立 10問年記念、
創立20周年記念（321 ～331)
この期の学生活動（332～342)
第 3 章充実・拡充期 1967~ 1996 
高等教育政策の変化に対応して
大学院の拡充 (343～357)
法経学部の改組＜358～365)
施設設備の充実（366～388)
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進む情報イじく389～395)
創立30周年記念（396～409)
この頃の学長（410～413)
本間喜一名誉学長大学葬（414～418)
学園紛争
学費値上げ反対（419～426)
名古屋校舎学生間衝突（427～431)
大学立法反対（432～435)
国際交流
中国各大学との協定（436～449)
中固との各種交流（450～465)
各国各大学との協定（466～488)
外国人留学生（489～494)
名古屋〔三好〕新校舎開設（495～520)
名古屋校舎新キャンパス開校式（521 ～524)
この時期の学長（525～527)
新校舎学内スナップ（528～538)
社会的拡がり
短期大学部別科（539～551)
公開講演会・研究会など（552～564)
諸課程の整備
教職課程（565～569)
司書・司書教諭課程（570～574)
博物館学芸員課程（575～582)
社会教育主事課程・
測量士補資格認定（583 、 584)
新たな大学像を求めて
一層充実する教育環境（585～600)
未来を担う若者たち（601 ～631)
創立50周年記念行事（632～637)
大学の構成
略年表
協力者一覧
あとがき（岡崎哲郎〕
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『愛知大学五十年史資料編』
(1997年、愛知大学五十年史編纂委員会）
グラビア〔設立認可申請書・設立趣意書ほか〕
刊行のことば〔愛知大学学長 石井吉也〕
凡例
I 愛知大学設立認可申請
〔旧制大学令による一原文一〕
1946 （昭和 21 ）年 8 月 l 日
I -I 進達願
1-2 申請書
1-3 認可書
2. 財団法人愛知大学寄附行為許可申請
1946 （昭和 21 ）年 8 月 i 日
2-1 進達願
2-2 申請書
2 -3 陳情書
2-4 豊橋〔陸軍一原文一〕第一予備士官学
校土地建物転用願
3. 愛知大学設置認可申請
〔学校教育法による 原文一〕
1948 （昭和 23）年 7 月 25 日
3 I 申請書
3 -2 認可書
4. 愛知大学短期大学部〔夜間〕設置認可申請
1949 （昭和 24）年 10 月 15 日
4-1 申請書
4-2 申請書補足書類(1)
4 -3 申請書補足書類（2)
（昭和 25年 3 月 15 日提出）
4-4 認可書
4 5 認可指令書
5 牟財団法人愛知大学の学校法人愛知大学への組
織変更認可申請
1951 （昭和26）年 l 月 20 日
5 ー 1 申請書
5 -2 認可書(l)
5 -3 認可書（2)
6. 愛知大学大学院設置認可申請
1952 （昭和 27）年 1 月 30 日
6-1 申請書
6-2 認可書
7. 愛知大学短期大学部〔昼間女子〕文科第一部
増設認可申請
1958 （昭和33）年 9 月 30 日
7-1 申請書
7-2 申請書（第 9 教員組織補足）
7-3 認可書
8. 愛知大学経済学部 1 部及び同 2部、法学部 1
部及び同 2部、経営学部設置認可申請
1988 （昭和63）年 6 月 30 日
8 - 1 申請書
8-2 通知
8-3 認可書
9. 愛知大学大学院中国研究科及び文学研究科修
士課程設置認可申請
1990 （平成 2 ）年H 月 30 日
9 ー l 申請書
9-2 通知
9-3 認可書
10. 愛知大学現代中国学部設置認可申請
1995 （平成 7 ）年 9 月 29 日
10 ー l 申請書
10 ー 2 通知
10-3 認可書
解説〔田崎哲郎・林徳太郎〕
『愛知大学五十年史通史編』
(2000年、愛知大学五十年史編纂委員会）
グラビア〔各校舎、建物、歴代学長ほか〕
序文〔愛知大学学長武田信照〕
凡例
前置き
第 I 章愛知大学の創設
第 l 節創設以前
I 東亜同文書院大学の廃校と日本への引揚
』j
愛知大学刊行の歴代『年史J 目次一覧
2 新大学設立への動き
第 2節創設期の組織と内容ー旧制大学時代ー
1 設立認可
2 開学の準備
3 愛知大学の関学
4 創立初年度の大学生活
5 創立第 2年度目の大学
6 創立第 3 年度目の大学
7 創立期の組織
第 3 節新制大学の発足
1 教育基本法と新制大学
2 新制大学への道
3 新制大学の申請
4 文学部の設置
5 教養部の発足
第 4節社会の動きと社会運動
I 創設期の「ユニパーシティ・エクステン
シヨンJ
2 多彩な社会活動
第 5 節名古屋への進出ー車道校舎の歴史ー
I 進出始まる
2 車道校舎の拡張と限界
第 6節愛大事件
l 「ダニエルの裁判の法則」
2 事実の経過および罪となるべき事実
3 大学の自治と警察権の限界
4 誤想防衛の理論
5 マクロの視点、ミクロの視点
6 愛大事件、もう一つの見方
7 「勇気をもって、真実と正義を語れ」
第 II 章整備期
第 1 節大学院の設置
I 日本の大学院制度の概要
2 愛知大学法経学部における大学院の整備
第 2節学部学科の増設
①法経学部第 2部
②文学部
第 3 節短期大学部（女子）設置
I 短期大学部第一部（女子）文科の申請
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2 短期大学部第一部（女子）文科開設に向
けて
3 短期大学部（女子）関学
4 生活科の増設
5 その後の短期大学部（女子）
第 4節 『中日大辞典』の編纂
I r中日大辞典』の誕生まで
2 『中日大辞典』の出版・評価
第 5 節山岳部薬師岳遭難
l 「昭和 37年度冬山合宿計画」
2 遭難の顕末ならびに救援・捜索活動の概
要
3 事故その後
4 愛知大学五十年における薬師岳遭難事故
第 6節二十年目の問題と組織
l 創立二十年目の藷状況
2 学費値上げをめぐる紛争
第III章充実・拡充期
第 l 節高等教育政策の展開と大学設置基準の
改正
I 大学教育の大衆化と大学問題
2 高等教育政策の展開と設置基準の改正
3 大学設置基準の改正と大学教育の多様化
第 2節愛知大学の財政
I 苦難に耐えた財政（第 I 期）
2 苦しい財政状況（第 2 期）
3 安定した財政状況（第 3 期）
第 3 節大学問題の社会化
I 学園闘争は何を求めたか、なぜ起きたか
2 日大闘争と東大闘争
3 学園闘争は何を残したか
第 4節学園紛争
I 乱闘事件
2 学園紛争の諸相
3 学園紛争の終結
第 5 節国際交流の発展
① 中国
②欧米・韓国
(1) 国際交流委員会の活動
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(2）各大学との提携
③外国人留学生の受入れ
(l) 外国人留学生の受入れとその推移
(2) 留学生別科
第 6 節名古屋（三好）校舎開設
I 名古屋校舎問題の歴史的背景
2 三好校地取得の置接的前提
3 三好町土地の購入から開発申請へ
4 名古屋（三好）校地造成と運動施設の建設
5 法経分離計画の展望の確立
6 名古屋（三好）校舎・法経分離計画の完成
第 7節社会的拡がり一社会への大学の開放一
l 公開講座および公開講演会
(1）定期的な公開講座
(2）公開講漬会
2 愛短オープンカレッジ
3 一般市民への図書館の開放
第 8 節諸課程の整備
①教職課程
② 司書課程
③博物館学芸員課程
④社会教育主事課程
第W章新たな大学像を求めて
第 1 節大綱化の流れをうけて
I 大学設置基準の大綱化
2 大学教育課程の再編
3 高等教育を取り巻く情勢と愛知大学
第 2節新たな動向
I 将来計画と教育組織改革の到達点
2 大学設置基準の大綱化を受けての新教育
課程導入
3 現代中国学部・国際コミュニケーション
学部の設置と将来への可能性
4 大学院の現状と課題
5 新たに設置された施設・機関等
-50周年記念事業・行事とともにー
第V章部局史
(1) 各部局個別史
第 l 節法経学部
I 経営学科の増設と経済学科の定員増
2 カリキュラム改革
(I) 法経学部分離・改組時のカリキュラム改
革
(2）経営学部の将来計画と新カリキュラム
3 名古屋問題
第 2節文学部
l 昭和40年代以降の文学部
2 大学院文学・中国研究科
第 3 節教養部ーその廃止まで一
I 研究室問題とノルマ問題
2 関門制度
3 教養部カリキュラム改革問題
4 教養部将来計画問題
5 新学部問題と教養部廃止
第 4節短期大学部（女子）
短期大学部（女子）前史
I 短期大学部（女子）の創設期（ 1959～65
年）
2 短期大学部の成長期（ 1965～75 年）
3 短期大学部の充実期（ 1975～87年）
4 新しい短期大学部（ 1988年～）
第 5 節事務局一事務機構の変遷一
1 創設・整備・拡充期（昭和20～30年代）
2 充実・発展期（昭和40～60年代）
3 事務組織の再編（平成年代）
(2）研究所等
第 l 節国際間題研究所
l 設立とその趣旨
2 組織と人事
3 研究調査活動
4 近年における諸活動
第 2 節 中部地方産業研究所
I 中部地方産業研究所の動向
2 歴代所長とその時代
3 資料の収集と収蔵
第 3 節綜合郷土研究所
l 綜合郷土研究所のあゆみ
2 地域へ開かれた研究所へ
愛知大学刊行の歴代『年史」 目次一覧
3 出版物とその他の活動
4 今後の展望
第 4節経営総合科学研究所
1 経営総合科学研究所のあゆみ
2 経営総合科学研究所の事業
第 5 節体育研究室
I 愛知大学体育研究室略史
2 歴代紀要と現状
第 6 節外国語研究室
I 開設当初の外国語研究室
2 外国語研究室の発展
第 7 節情報処理センター
l 第 I 期…汎用電算機時代
2 第 H期…汎用電算機、パソコン併用時代
(I）三好移転と新システムの導入（電算設
備 5 カ年計画）
(2) 新情報処理センターの活動
(3) 時代の変化に伴う本学情報環境の問題
占
3 第III期…ネットワーク時代
第 8 節図書館の歩み
l 創設期（1947～56年）
2 模索期（1957～66年）
3 充実期 (1967～87年）
4 展開期（1988～96年）
愛知大学史年表
表一覧
図一覧
執筆者
編集後記〔愛知大学五十年史編纂委員長
大島隆雄〕
『愛知大学史紀要』
(1994～2001 年、愛知大学五十年史編纂委員会）
第 l 号（ 1994. 3 刊行）
愛知大学史紀要創刊にあたって 石井吉也
講演
大学史の意義を考える 寺崎昌男
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戦後大学改革の過程一戦後大学政策・制度・
行政の展開一 羽田貴史
回想・インタビュー
追憶
松坂佐一氏に聞く
木田晴三旺氏に聞くト）
史料紹介
CIE ・愛知大学関係文書の紹介
本間喜一
大島隆雄
トレイナ一文書にみるジュニア・カレッジ成
立の経緯
史料
愛知大学設立認可申請書
第 2 号（ 1995. 3 刊行）
講漬
戦後大学政策と私立大学
インタビュー
木回調三旺氏に聞く（コ
久曽神昇氏に聞く
牧野由朗氏に聞く H
寄稿
久野佐都美
黒羽亮一
愛知在外同胞救出豊橋皐生同盟について
史料
愛知大学寄付行為許可申請書
CIE ・愛知大学関係文書
第 3 号（ 1996. 3 刊行）
講演
昭和40年代の学生運動の流れ
論文
伊藤照志
〔大島隆雄〕
高木正幸
短期大学制度の恒久化ー「大学であること」
をめぐる 10年論争一 久野佐都美
研究ノート
愛知大学旧制予科・学部入学者の特徴と変遷
佃隆一郎
追憶（再録）
池上貞一・小幡清金・神谷龍男・川越淳二・
鈴木択郎・津之地直一・諸星熊蔵
寄稿一思い出一
三島康正・鮎川幸子・稲葉治穂・四方展・
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兵藤雅子
史料
愛知大学財圏について・財園日誌
愛知大学設置認可申請書
第 4 号（2001. 3 刊行）
論文
愛知大学の構造、特質および歴史について
マクロの世界とミクロの観点、から
インタビュー
牧野由朗氏に聞く仁）
湯本和男氏に聞く
岩井透氏に聞く
史料
酒井吉栄
愛知大学設立認可申請書および内閣総理大臣
名設立指令書（写）
（別冊）
インタビュー
玉城肇氏を囲んで
＊各号冒頭には「グラビア」を、第 l ～ 3 号末尾には
「50年史編纂事務室日誌」をそれぞれ収録。
r愛知大学小史六十年の歩み』
(2006年、愛知大学小史編集会議）
〔グラビア…各校舎・建物・刊行物ほか〕
前史東亜同文書院大学の終着
第 l 章愛知大学の誕生
第 l 節新大学設立への動き
第 2 節創設期の組織と内容
第 3 節愛知大学の開学と発展
コラム “旧軍施設”の変遷①一本学創設以前
第 2 章新制愛知大学の発足
第 l 節創立第 3 年度の大学
第 2 節新制愛知大学の発足
コラム “旧軍施設”の変遷②一本学創設以後一
第 3 章地方文化振興と名古屋進出
第 l 節社会の動きと社会活動
第 2 節名古屋への進出
コラム 各校舎へのアクセス
第 4章愛大事件
第 1 節愛大事件のあらまし
第 2節愛大事件の本質
コラム 本間喜一名誉学長
第 5 章教学組織の発展と拡充
第 l 節学部・学科の増設
第 2 節大学院設置
コラム 姿を消した“創設後の施設”
第 6 章 『中日大辞典』の編纂
第 l 節 『中日大辞典』誕生
第 2節増補改訂版の制作
コラム 『中日大辞典』刊行の反響
第 7章山岳部の薬師岳遭難
第 l 節 「生命は地球より重い」
第 2節事故と愛知大学
コラム 整備期の学生活動
第 8 章大学問題と学園紛争
第 1 節大学紛争期前の状況
第 2 節大学紛争期の愛知大学
コラム 節目の記念行事・出版物
第 9 章名古屋（三好）校舎開設と教養部廃止
第 1 節車道校舎問題
第 2 節 3 学部分離と配置
第 3 節教養部廃止と 2学部新設
コラム 「三好校地」での古窯発掘・保存作業
第 10章 国際交流の発展と大学の社会的拡がり
第 l 節中圏
第 2節欧米・韓国
第 3 節拡がる国際交流
第 4節大学の社会的拡がり
コラム 名古屋（三好）校舎の呼び名を募った
アンケート
第 11 章新たな動向と愛知大学の将来
第 l 節 50周年記念事業前後
第 2 節将来計画と教育組織の改革
第 3 節新たな動向
コラム 中日文化賞受賞者
愛知大学刊行の歴代『年史J 目次一覧
あとがき〔愛知大学小史編集会議〕
愛知大学小史年表
『愛知大学部成期の群像写真集』
（愛知大学東E同文書院ブックレット別冊。
2007年、愛知大学東E同文書続大学記念センター）
刊行に寄せて 愛知大学学長武田信照
〔のち佐藤元彦現学長のに差し替え〕
高らかに愛大の名を讃えよう
現存する創立当初の建物
愛知大学豊橋キャンパス
創成期の教授・学生たちの顔
三人の学長
林毅陸慶臆義塾大学から愛知大学へ
本間喜一弁護士の弁護士
小岩井海 ヒューマニズムに徹した生涯
学長の友情東亜同文書院大学時代からのコンピ
創設から新制大学発足までの教員
校名と校章について
幻の名門校東亜同文書院大学
今も残る東亜同文書院大学の命脈
愛知大学とサツマイモとの関係
世界大学史から見た愛知大学
愛知大学事件
薬師岳遭難事故
画家・竹生節男が描いた学生たち
創成期の学生活動
地域との交流
夜間部・短期大学部の発足と変遷
名古屋への進出
なんじゃもんじゃと菩提樹
オンリーワンの愛犬 OB
国擦親善
日中友好協会との関わり
創成期の教授陣
本間喜一名誉学長
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